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1. はじめに 
近年、エネルギー問題、環境問題、地域開発などの観

点から、農作物を原料とするバイオ燃料の導入が進めら

れ、需要が増加している。一方、開発途上国における人

口増加や経済成長に伴い食料需要も増加しており、バイ

オ燃料と食料の競合が問題となっている。この問題に関

しては、バイオ燃料の需要増加が世界的な食料価格に影

響を与えることが明らかになっている 1)。また、現在、世

界の62ヵ国で食料用の農地が土地利用の限界を超えてい

るともされ 2)、このような中、食料に関する世界の農地必

要量は、2100年までに最大26億 6,900万ヘクタールに達

するとも推計されている 3)。したがって、食料・バイオ燃

料の双方を考慮した将来の土地制約について検討してお

くことが重要と考えられる。しかしながら、既存の研究

ではバイオ燃料に関して考慮しているものが少なく、バ

イオ燃料について考慮しているものは、食料の対象品目

が少ない。将来の農地の必要量や農地に関わる土地制約

を検討するためには、より詳細な推計が必要である。 
このようなことから、本研究では、食料とバイオ燃料

の両方の需要に関わる世界の農地必要量を推計し、農地

の供給可能面積との比較を行う。このため、今後の詳細

な食料需要を考慮した食料用作物需要量の推計と、今後

のバイオ燃料政策を考慮したバイオ燃料用作物需要量の

推計を行う。 
 
2. 方法 
2.1. 研究の枠組み 
本研究では、棟居ら 4)を参考に、世界の の国・地域

を対象として、世界食糧農業機関 の食料需給表 5)に

記載されている 品目の食料用の作物需要量を推計する。

また、吉本ら 6)を参考に、自動車燃料として使用されるバ

イオ燃料用の作物需要量を推計する。本研究の推計フロ

ーを図 に示す。なお、推計基準年は 年とし、

年より 年まで 年ごとに推計を行う。 
2.2. 食料用作物需要量の推計 

人 日あたりエネルギー摂取量 5)および消費類似性指

数と 人当たり  7)との関係を導出し、今後の途

上国の発展、すなわち、エネルギー摂取量と消費の内訳

の変化を考慮して、今後の最終消費レベルでの食料需要

量を推計する。消費類似性指数 は次式で表される。

 
図1 推計フロー 
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ここで、𝑖𝑖は食品、𝑗𝑗, 𝑘𝑘は異なる つの地域、𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝑖𝑖,𝑗𝑗(𝑖𝑖,𝑘𝑘)は
地域𝑗𝑗(𝑘𝑘)における食品𝑖𝑖の 人 日あたりエネルギー摂取

量 人 日 、𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝑗𝑗(𝑘𝑘)は地域𝑗𝑗(𝑘𝑘)における 人 日あ

たりの総エネルギー摂取量 人 日 を表す 8)。

畜産物、食料加工品へ投入された作物については、国

際貿易分析プロジェクトのデータベース  9)におけ

る産業部門間の取引額と の「農作物の技術変換率」

報告書 10)より投入係数を求め、最終消費レベルでの食料

需要量から一次生産レベルでの食料需要量を推計する。

2.3. バイオ燃料用作物需要量の推計 
各国の 人あたり  7)と 人あたり自動車保有

台数との関係から、今後の自動車保有台数を推計する。

自動車の燃費改善率の設定から自動車 台あたり燃料消

費量、自動車保有台数から自動車の燃料需要量を推計す

る。この値と各国のバイオ燃料導入目標からバイオ燃料

需要量を算出し、作物の重量あたりバイオ燃料収量で除

することにより、バイオ燃料用作物需要量を推計する。

2.4. 農地必要量の推計 
食料用作物需要量とバイオ燃料用作物需要量を足し合

わせ、世界の作物需要量を求め、各作物の単収の経年変

化を考慮して世界の農地必要量を推計する。
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3. 結果と考察 
3.1. 食料用作物需要量 
基準年である2007年の日本人1人あたり作物需要量の

推計結果を図 2 に示す。一次生産レベルの年間作物需要

量の合計は 705 ㎏と推計され、最終需要レベルの年間作

物需要量の合計334㎏のおよそ 2.1倍となった。作物品目

別にみると、穀物、糖料作物、大豆などの一部油糧作物

が間接的に多く消費されていると推計された。 
また、2007 年の 1 人あたり作物需要量の世界平均の推

計結果を図 3 に示す。一次生産レベルの年間作物需要量

は 983 ㎏であり、日本に比べ糖料作物の需要が多い結果

となった。また、世界全体では約 64億 tの作物需要があ

ると推計された。これは世界の作物生産量の 96％にあた

り、ほぼ基準年の状況を再現できる結果となった。 
3.2. 農地必要量 
上記の作物需要量に対する農地必要量は 12 億 5000 万

ヘクタールと推計された。これは、対象品目の農地面積

である 12億 8000万ヘクタールの 98％にあたり、ほぼ基

準年の状況を再現できる結果となった。

4. おわりに 
現状では、構築した推計モデルで基準年における食料

用作物需要量とそれに関わる農地必要量を推計したとこ

ろであり、今後バイオ燃料の推計を加え、将来の分析を

行っていく。その結果については学会当日に報告する。 
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図2 日本人1人あたり年間作物需要量の推計結果(2007年) 

 
図3 世界の1人あたり年間作物需要量の推計結果(2007年) 
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